社団法人　千葉県社会福祉士会

平成２１年度第８回理事会議事録

1、 開催日時　平成２２年３月１４日（土）
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階

3、 出席者　会長　山﨑
　　　　　　副会長　林、目黒、神山
　　　　　　事務局長　岡本

　　　　　　事務局次長　稲永

　　　　　　会員理事　久保田、小倉、鈴木、吉田、五十嵐、染野、北
　　　　　　会員外理事　長谷川、笠原
委任状提出理事　　鈴木、五十嵐
欠席理事　会員理事：岸　会員外理事：石川
欠席代議員　鳥羽田、出羽、篠田、須田　　欠席監事　稲葉、君和田
議題
　　　（１）報告事項に対する質疑

　　　 （２）議事(案)

　　　　　　　1.公益法人事業仕分けへの対応について 

　　　　　　　2.千葉県高齢者虐待対応専門職チームの契約について

　　　　　　　3.平成22年度第1回総会議案について

　　　　（３）その他

4、 議事録
○出席者及び資料の確認

岡本事務局長より定款３３条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。山﨑会長より挨拶、定款３２条に基づき、山崎会長が議長を務める。

○委員会報告・・資料参照、追加報告がある場合、下記

1．情報公表部会
・監査があり、改善計画書を3月17日までに提出しなければならない。明日、明後日中に事務局が作成し、提出することになっている。

・改善の具体的な内容。

（１）調査員が訪問調査へ行く前に転写し、記入されていた。県より、調査に行ってから、調査員が書類確認後、記入していくこととする。

（２）照合作業について。Wチェックを行うという指導があり、WEB入力後のWEB上と調査票との確認を事務局で対応していく。

2．み・まも～れ幸町関連

・調査票回収状況としてボランティア希望の方が70名いた。その他（要望、批判）が

　21件。批判の中には「何でこんなことするんだ」「こんなことして意味があるの」ということがあった。要望の中には「こういうことをやって欲しい」ということがあったが、住んでいる方の声なので、具体的な意見というよりは漠然としている意見が多かった。
· 質疑
情報公表について

・報告書の中にある謝金の設定について、8000円が妥当かどうか。とのっているが、来年度の予算では7000円でやっている。部会だけで一方的に決めることは避けて欲しい。予算を出した後に部会だけで8000円にしました。という報告のやり方は妥当ではない。
　→謝金など予算を決めるときには必ず理事会・総会を通すということを部会員にも周知

する

ぱあとなあについてP23

　・登録員自身のやりたい案件などの希望は反映される仕組みはできているのか。何を基準にコーディネートしているのか。
　→1年に1回あるアンケートで個々の希望を把握している。名簿登録する際の本部へ提出する書類も参考にしている。

　・家裁からどのような案件がきたというのはどのように周知しているのか

　→メーリングリストを作って、記載できる範囲の簡単な内容をメールで送ろうと検討しているが、なかなかメーリングリストへ登録する方が増えないのが現状。

　　運営委員会の方向性が定まらない。受任基準を明確にしていきたい。
【議事】
１．公益法人事業仕分けへの対応について

・意見書が理事会で承認されれば、提出し、関係団体、関係者にメールを送付する。
→承認

２．高齢者虐待対応専門職チームの契約について

・資料を確認いただいて承認されれば契約していく
→承認
３．平成22年度第1回総会議案について

（１）理事の選任について

・欠員の扱いについて。規程では理事会に諮るということになっている。しかし選挙の結果を尊重するべきで次の理事の意見を反映すべきであろうというで、次回の理事会に次期理事たちにも集まっていただいてそこで提案していきたい。4名の欠員のうち1名を千葉県医療社会事業協会から本会会員の推薦を受けることを提案する。
→承認

・非会員理事の選任について。日本社会福祉士養成校協会からは2名の推薦を受けていたが、一旦とりやめ、千葉県の養成校協会が活動を始めるということで、1名の推薦を受け、連携を高めるために、残り1名を千葉県精神保健福祉士協会から新たに推薦を受ける。
→養成校からの理事を推薦頂いているが、理事会に出席いただけていない現状。理事会としての機能が果たせないので、基本的には理事会に来ていただける方を、新しい形で選任していただく。
（２）代議員について

・1名は立候補者が当選。もう1名は次期理事の互選により候補者を選出。残り3名の立候補者は次期理事の意見を尊重し総会に諮るが、現任代議員のうち本部の総会へ出席義務を果たしている出羽氏、須田氏の継続を提案する。
→役員の今後、次回の人たち（当選者）と現理事会役員の意見をもとに現理事会でどのような形にするのかというのを決定・提示していく方向にする。
以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　　板垣

